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第５０回記念全国私立短期大学体育大会開催要項 

 

 

 

Ⅰ．主  催  日本私立短期大学協会 

 

Ⅱ．後  援  文部科学省、東京都 （予定） 

 

Ⅲ．主  旨  短期大学の体育・スポ－ツを振興し、併せて学生の健康増進と相互の 

親睦をはかる。 

 

Ⅳ．参加資格  本協会加盟の私立短期大学に在学している本科の学生（専攻科・別科の 

学生は除く）で、学長の承認を得た者に限る。 

 

Ⅴ．実施内容 

 １．開催期日 平成２７年８月３日（月）～８月６日（木）の４日間 

 

２．競技種目 卓球、ソフトテニス、テニス、バドミントン、バレーボール、バスケットボール 

 

３．大会日程 

 月 日 内  容 

第１日 ８月 ３ 日（月） 開会式（受付、主将会議、公開演技を含む）

第２日 ８月 ４ 日（火） 競技 

第３日 ８月 ５ 日（水） 競技 

第４日 ８月 ６ 日（木） 競技、表彰式、閉会 

※各競技種目の進め方により、競技日程を繰り上げて 

表彰を行う場合がある。 

 

４．会場 

（１）開会式会場【１８頁 交通案内図参照】  

「駒沢オリンピック公園総合運動場 体育館」 

      〒154-0013 東京都世田谷区駒沢公園１－１    TEL（03）3421-6199 

（２）各競技会場【１９頁～２７頁 交通案内図参照】 

  １）卓    球 

     ・新宿コズミックスポーツセンター 

      〒169-0072 東京都新宿区大久保３－１－２    TEL（03）3232-7701 
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  ２）ソフトテニス 

     ・私学事業団総合運動場 テニスコート 

      〒124-0023 東京都葛飾区新小岩１－１８－１   TEL（03）3695-8200 

  ３）テニス 

     ・小田原テニスガーデン 

〒250-0865 神奈川県小田原市蓮正寺８３－１   TEL（0465）37-4711 

  ４）バドミントン 

     ・小田原アリーナ 

      〒250-0866 神奈川県小田原市中曽根２６３    TEL（0465）38-1144 

  ５）バレーボール 

     ・大田区総合体育館 

      〒144-0031 東京都大田区東蒲田１－１１－１   TEL（03）5480-6688 

  ６）バスケットボ－ル 

・船橋アリーナ 

      〒274-0063 千葉県船橋市習志野台７－５－１   TEL（047）461-5611 

・日本大学理工学部（船橋校舎）大講堂兼体育館 

      〒274-8501 千葉県船橋市習志野台７－２４－１  TEL（047）469-5330 

 

Ⅵ．参加申込 

 （１）申込期日  平成２７年６月１日（月）までに郵送にて必着のこと。 

※電話およびメールによる申込み並びに期限に遅れたものは一切受付けない。 

 （２）参加申込書  各競技の参加申込書は、省資 源化をはかるため同封していない。本協 会  

ホームページの「体育大会委員会」のページに掲載しているので、参加される

競技種目の男女別の競技参加申込書をダウンロードされたい。 

本協会ホームページアドレス： http://www.tandai.or.jp/kyokai/ 

 （３）参加経費  本大会に参加するに際し、つぎの参加料および保険料を必要とする。 

        なお、参加経費納入にあたっては、同封の参加経費明細書に必要事項を 

漏れなく記入し、合計金額を後掲口座（３頁 参照）に振込むものとする。 
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   ● 参 加 料 参加競技種目ごとの参加料は下記の通りとする。 

競技種目 団体戦 参加料 個人戦 参加料 保険料 

卓 球 １５,０００円 単１名２,０００円・複１組３,０００円 
登 録 選 手

１ 名 に つ き

２ ０ ０ 円ソ フ ト テ ニ ス １５,０００円 １組３,０００円 

テ ニ ス １５,０００円 単１名２,０００円・複１組３,０００円 

バ ド ミ ン ト ン １５,０００円 単１名２,０００円・複１組３,０００円 

バ レ ー ボ ー ル ２０,０００円  

バスケットボール ２０,０００円  

   ● 保 険 料 傷害保険の保険料については、利用者負担を原則とし、登録選手１名

につき２００円を参加料とともに徴収する。 

なお、登録選手追加による保険料については、随時支払うこと。 

 

（４）申込方法 ＊競技参加申込書は、協会ホームページ（http://www.tandai.or.jp/kyokai/）

の「体育大会委員会」のページより競技種目ごとにダウンロードし、

必 要 事 項 を 漏 れ な く 入 力 の う え 、 参 加 経 費 明 細 書 を 同 封 し て 、   

平成２７年６月１日（月）までに必着するよう郵送にて下記に申し込

むこと。 

なお、競技参加申込書にはなるべく入力してプリントアウトしたもの

を送付されたいが、入力できない場合は、手書きでも差し支えない。 

いずれの場合でも、Ｂ４版にて提出のこと。 

＊参加経費が振り込まれていても、競技参加申込書が期日までに到着し

ない場合は受付されないので注意すること。 

※競技参加申込書には短期大学長印を必要とするため、メールによる 

申し込みは一切受付けない。 

 

      〈参加申込書送付先〉 

        〒102-0073 東京都千代田区九段北４－２－２５（私学会館別館６階） 

         日本私立短期大学協会「第５０回記念全国私立短期大学体育大会」係 

      〈参加経費振込先〉 

        三菱東京ＵＦＪ銀行 市ヶ谷支店  口座番号（普通）４９２７７６６ 

           全国私立短期大学体育大会 

         注：① 複数競技に参加の場合は、一括して合計金額を振込むこと。 

           ② 振込む際、必ず短期大学名を記入すること。 

           ③ 日本私立短期大学協会からの領収書は発行しない。 
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④ 振込み確認のため、手元にある「振込金領収書」または振込

みを証明するもののコピーを参加経費明細書の裏面に貼り付け

て送付すること。 

⑤ 参加費等の必要経費と振込み金額に差異が生じないよう、各

短期大学において十分に確認を行うこと。一度納入された参加

料等は原則として返金しない。 

ただし、主催者側が中止を決定した場合は参加経費を返金する。 

⑥ 一度振込みを行った後に、選手変更等によって金額に追加が

生じた場合は、そのつど参加経費明細書にその内容を記載し、

「振込金領収書」等のコピーを添付のうえ、大会事務局に送付

すること。 

 

Ⅶ．参加者への注意 

（１）競技参加者は、スポーツマンシップに則り、競技規則を遵守しなければならな

い。これに反する行為をした者には、各競技実行委員会の判断により厳重注意そ

の他の対応をとる場合がある。 

（２）身分を偽って参加申込（選手登録）または出場した場合には、当該競技規則に

則り、各競技において失格とし、記録の取消し等を行うこととする。 

なお、その後、本協会体育大会委員会の議を経て、当該者またはチームを次回

大会への出場停止処分とすることがある。 

（３）各競技施設を利用するにあたって、当然守るべきモラルやマナーに違反し、諸

施設の管理者や他学生等に迷惑をかけることのないよう、十分留意すること。 

なお、参加者としての本分および良識に反する行為をした者には、厳重注意そ

の他の対応をとる場合がある。 

 

Ⅷ．留 意 事 項 

（１）中止に関すること 

１）大会の中止  参加申込み締切後、円滑な大会運営を遂行することが困難と判断された場

合は、止むを得ず大会を中止することもある。その際は、速やかに参加申

込校にその旨連絡し、参加経費を返金する。 

２）競技の中止  参加申込数が３チームに満たない場合は、その競技を中止する。 

中止の場合は事前に当該校へ連絡し、参加経費を返金する。 

ただし、２校の参加申込みがあり、かつ双方の合意があれば、交流

試合を実施することができる。その場合には、返金は行なわない。 
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（２）傷害保険および健康管理に関すること 

１）大会期間中は、健康保険証またはその（写）を必ず所持すること。 

２）大会参加中の思わぬ事故・傷害に備え、本大会参加者全員に傷害保険を付けてい

るので、登録選手１名につき、２００円の保険料を必ず参加料とともに支払うこと。 

３）大会参加中の事故・傷害については、大会実行委員および所属短期大学の教職員

（監督・コーチなどを含む）により内容確認を経た後、各競技会場本部にて所定

の「傷害事故連絡票」を受け取り、必要事項を記入のうえ、速やか（大会終了後

１ヶ月以内）に大会事務局まで届け出ること。 

ただし、「傷害事故連絡票」を提出した場合であっても、事故・傷害の状況  

（内容）によっては、保険会社との契約内容により、保険の適用とならない場合

もある。 

なお、診断書は、必要に応じて保険会社から指示があるので、当初は不要。 

４）大会参加中の事故・傷害については、救護で応急手当を行なう用意をしているが、

救急薬品等は、各短期大学においても、日常の部活動等で用いている薬品などを

準備することが望ましい。 

なお、必要に応じて近隣の医療機関を紹介する場合もあるが、その際の治療代 

およびそれ以降の治療については各自持参の健康保険で対応すること。 

５）貧血や熱中症は傷害保険の適用外であることから、適切に食事をとることや  

こまめに水分補給をするなどして体調管理には十分留意すること。 

（３）大会期間中の本人確認に関すること 

１）大会参加中の、試合に際して本人確認のため、学生証等証明書の提示を求める場

合があるので、学生証等証明書またはその写し（コピー）を必ず持参すること。  

 

Ⅸ．その他 

（１）開会式会場及び各競技会場における駐車場の斡旋は一切行なわない。 

（２）練習のための会場は特に設けていない。また、練習会場の斡旋も一切行なわない。 

（３）本大会参加に伴う宿泊施設について、同封の宿泊案内書により紹介するので、希望

の場合は宿泊申込書にて手続きをされたい。 
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Ⅹ．開会式・主将会議等 

 １．開催日 平成２７年８月３日（月） 

２．会 場  駒沢オリンピック公園総合運動場 体育館  

３．タイムテーブルおよび注意事項 

時  間  内  容  注 意 事 項 等 

１２：００～ 

１３：００  
受    付  

受付は、駒沢オリンピック公園総合運動場体育館入口にて 

競技毎に行う。 

１３：００～

１４：００  
主 将 会 議 

①種目別の各短期大学代表者１名～２名が必ず出席すること。 

②当日連絡なく欠席した場合は棄権とみなす。 

③会場 種目ごとに受付時に掲示する。 

１４：１０～

１５：００  

開会式 

リハーサル  

①リハーサルには各短期大学２名が必ず出席すること。 

②リハーサル出場者は、１４：００までに会場の各短期大学

プラカードの位置に校旗または部旗（竿付き）を持参し、

集合すること（時間厳守）。 

③前年度の団体戦優勝校は優勝杯を持参すること。 

１５：１０  
開会式の 

出場者集合  

①開会式選手入場には原則、各短期大学８名を基本として

出席すること。 

ただし、参加選手が８名に満たない場合はこの限りではない。 

②開会式出場者は各短期大学のプラカードの位置に集合する。 

③服装はユニフォームまたはスポーツウェア、運動シューズ

（外履は不可）を着用すること。 

１５：１５～ 

１５：５５  

開 会 式 

（選手入場） 

貴賓ご臨席予定 

第５０回記念 連続出場校表彰 

１６：００～ 

１６：２５ 

公 開 演 技 

（予定） 

・「チアリーディング」 

日本体育大学 

 

・「少林寺拳法」 

日本体育大学 

 
※演技順については変更になることがあります。

１６：２５  終 了  
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Ⅺ．競  技 

 １．競技期間  ８月４日（火）～８月６日（木）の３日間 

 

 ２．競技規則 

（１）各種目競技団体の平成２７年度ルールを適用する。 

（２）８月６日（木）までに全試合が終了しなかった場合、以降の試合は中止とする。 

 

 ３．選手登録および変更 

（１）各種目ともに申込締切日〔６月１日（月）〕以後の登録選手の変更は原則として

認めない。 

ただし、特別な事情で登録選手の変更を要する場合は、当該短期大学の学長また

は専任教職員（顧問・部長等）の許可を得て、出場選手を変更することができる

ものとする。 

（２）登録選手の変更がある場合には、所定の「登録選手変更届出用紙」にて、大会事

務局あてに、来る７月１日（水）までに届出ること《取り急ぎＦＡＸによる届出

の場合、必ず原本を郵送のこと》。 

（３）プログラムに掲載する各競技の登録選手の一覧は、６月１日（月）までに提出さ

れた参加申込書に基づき作成する。 

なお、その後､７月１日（水）までに大会事務局に登録選手の変更を届出用紙に

より申し出た場合は、変更届の内容を掲載する。 

（４）７月２日（木）以降の登録選手の変更については、各種目により取扱いが異なる

ので、下記「６．競技方法」の種目毎の競技ルールにて確認すること。 

 

 ４．組合せ 

各競技の組合せは、原則として競技実行委員会において責任抽選とする。 

なお、競技の対戦校については大会当日まで公表しない。 

 

 ５．表  彰 

（１）団体戦の各種目（男子および女子並びにブロック別）の優勝校には、賞状・優勝

杯・メダルを授与する。なお、優勝杯は、次回大会に返還するものとし、それ 

まで責任を持って保管するものとする。 

   ①準優勝、第３位には、賞状・メダルを授与する。 

②メダルは、入賞者（登録された部長・監督・コーチ・トレーナー・主務・選手等）

に授与する。 

（２）個人戦の優勝、準優勝、第３位には、それぞれ賞状・メダルを授与する。 
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 ６．競技方法 

以下に定めた各種目の競技方法により優勝を決定する。ただし、３位決定戦は行なわない。 

 

卓 球 

（１）競技は、団体戦（単４、複１、３点先取）および個人戦（単、複）とも、トーナ

メント戦またはリーグ戦方式により行い、試合は１セット１１ポイント５セット

マッチとする。 

（２）団体戦は１短期大学１チームとし、部長、監督、コーチ、主務１名、選手３名か

ら５名以内とする（留学生の出場は、１短期大学１名とし単または複のいずれか

に制限する）。 

   団体戦はＡＢ、ＸＹ形式を採用し、Ａ・Ｂ（Ｄ）Ａ・Ｂ／Ｘ・Ｙ（Ｄ）Ｙ・Ｘ 

中間に（Ｄ）ダブルスをおく。 

   ただし、ダブルスは必ずシングルスの出場者以外の１名を含めて組む（実選手は

３名以上）。 

（３） 個人戦は、単・複共制限しない（留学生の出場も制限しない）。 

（４）使用球は、公益財団法人日本卓球協会公認の４０ｍｍ白色ボール（プラスチック

製）とする。 

 （５）参加選手は、短期大学名および氏名を明記したゼッケン（縦２０㎝・横２５㎝）

をユニフォームの背部につける。また、ユニフォームの統一等は特定しない。 

 （６）各チームは、審判長の指示に従って審判員を出すものとする。 

 （７）卓球における「登録選手の変更」について 

    ①７月２日（木）以降の選手変更は、大会事務局あてにＦＡＸにより届出てのち、

原本を大会事務局に郵送する。なお、ＦＡＸや郵送にて送付した場合であっても、

慎重を期して、その原本またはコピーを開会式当日の受付時に持参すること。 

    ②登録選手変更の最終期日は、開会式当日の主将会議時までとする（登録選手変

更届出用紙を提出）。なお、競技当日の選手変更は一切認めない。 

 

ソフトテニス 

 （１）競技は団体戦および個人戦とし、予選リーグの勝者チーム（個人戦においては組）

による決勝トーナメント戦を行なう。団体戦の申し込みが３校に満たない場合は

競技を中止する。中止の場合は、事前に参加申し込み責任者へ通知する。 

 （２）団体戦の予選リーグでは、１チーム３組（ダブルス）の点取り戦とし、決勝トー

ナメントでは２点先取制とする。１短期大学１チームとし、部長・監督・コー

チ・主務各１名、選手１０名以内とする。 
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    ※ 規定による選手変更を除いて、登録選手以外の出場は認めない。 

（３）団体戦は３組（ダブルス）を揃えて対戦することが原則であるが、２組で対戦す

ることも認める。その場合のオーダーは、１番と２番に選手を置き、３番を欠番

とする。本部は対戦相手校を呼び出し、その旨を告げ、オーダーをすでに提出し

ている場合には変更しての再提出を認める。 

（４）個人戦の申し込みは１短期大学８組以内とする。団体戦に出場した選手も参加出

来る。 

（５）個人戦においてはダブルスペアのうちの１名がやむを得ない事情で出場できない

場合に限り、選手の変更を認める。ただし、選手変更手続きは、（16）の選手変

更（個人戦）を参照すること。 

（６）試合のゲーム数は原則として７ゲームで行うが、天候などの状況によって変更する

場合がある。 

（７）競技は公益財団法人日本ソフトテニス連盟ハンドブックにより行なう。 

（８）使用球は、団体戦はアカエム、個人戦はケンコーを使用する。 

（９）団体戦の審判は双方のチームから１名ずつの審判員を出して相互審判を行なう。

個人戦の審判は予選リーグにおいては勝者・敗者から１名ずつ出て次のマッチの

審判を行う。ただし、各コートの最終戦の敗者２名は次の決勝トーナメント戦の

マッチの審判を行なう。決勝トーナメント戦においては敗者審判で行なう。 

（10）団体戦のベンチコーチは、登録者１名のみ認める。個人戦については認めない。 

（11）ユニフォームの左腰部、または背中に短期大学名を記したゼッケンを必ず付ける

こと。 

（12）ユニフォームは襟付きの半そでスポーツシャツと、裾が膝よりも上のパンツ、ま

たはスコートとする（Ｔシャツは不可）。 

（13）大会期間中の天候によっては、団体戦の試合消化を優先して競技を行なう場合が

ある。 

（14）競技中止の判断は開催期間中の最終日まで待って行なう。 

（15）使用コートは砂入り人工芝コートを基本とするが、クレーコート･その他で代用

することもある。 

（16）ソフトテニスにおける「登録選手の変更および追加」について 

    ①団体戦における「変更（登録済みの選手の抹消または移動）」および「追加 

（申し込み後に新たな選手を加えること）」は、下記の所定の手続きにより認

められる。 

    ②個人戦における「変更」は下記の所定の手続きにより認められるが、「追加」

は認められない。 
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    ③「所定の手続き」 

７月２日（木）までの変更または追加をする場合は、速やかに大会事務局およ

び競技委員長あてに連絡、所定の変更（追加）届用紙をＦＡＸにより届出ての

ち、原本を大会事務局に郵送する。なお、ＦＡＸや郵送にて送付した場合であ

っても、慎重を期して、その原本またはコピーを開会式当日の受付時に持参す

ること。（届出先は、１６頁を参照） 

   ④変更および追加の最終締切は、開会式当日の受付時までとする。この場合、変更

または追加用紙の原本またはそのコピーを競技委員長に提出しなければならな

い。なお、緊急の場合は競技会場に持参し、大会競技委員長の許可を得ること。 

    ⑤上記（５）の規定に基づく選手変更であっても、変更できる選手は、既エント

リー選手以外の選手を当てる。なお、特例として、Ａ・ＢペアとＣ・Ｄペアが

エントリーをしていて、ＢとＣが病気などの理由で欠場する場合に限り、Ａと

Ｄが新たなペアを組むことを認める。ただし、プログラムのどちらに出場する

かは大会競技委員長が決定する。 

 

テニス 

 （１）本大会は、公益財団法人日本テニス協会競技規則による。 

 （２）競技は、団体戦および個人戦（単・複）にて行なう。 

 （３）競技は、トーナメント方式（参加校少数のときはリーグ戦とする場合もある）に

て行ない、３位決定戦は行なわない。 

（４）団体戦は、１短期大学１チーム３組（単２組、複１組）とし、登録は、部長、監

督、コーチ、主務各１名および選手４名以上８名以内とする。 

 （５）団体戦はダブルス１組およびシングルス２組（Ｄ１，Ｓ２，Ｓ１の順）の３組と

する。チームの一方が初戦のときは３組すべて行ない、以後は２組先取をもって

打ち切りとする。同一選手が単複を兼ねることはできない。 

 （６）個人戦は、１短期大学シングルス２名、ダブルス２組以内とする。同一選手が単

複を兼ねることはできない。 

 （７）試合は、団体戦および個人戦ともに、１セットマッチ（６－６オール後、１２ポ

イントタイブレーク）のノーアドバンテージスコアリングシステムで行なう。 

ただし、準決勝および決勝はノーアドバンテージスコアリングシステムを採用し

ない。 

 （８）試合ボールは、ヨネックスマッスルパワートーナメントＴＭＰ８０とする。 

 （９）試合時の服装は、上下ともにテニスウエアとする。 
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 （10）審判は、セルフジャッジを原則とする。 

（11）雨天等による試合中止の判断は、開催期間中の最終日を待って行なう。 

（12）試合方法および試合形式は、天候およびコート状況等により、大会本部の判断で

変更する場合がある。 

（13）使用コートの表面は、砂入り人工芝とする。 

（14）団体戦のベンチコーチは、登録者１名のみ認める。個人戦については認めない。 

（15）試合前練習は、試合時の服装で、ウォームアップの３分以内とする。 

（16）個人戦に出場する選手は、シード決定の資料として、過去２年間の戦績（主な大

会、市民戦等も含む）を申込用紙に明記しなければならない。 

（17）ケイレン等の自然的体力の消耗（インジャリータイムは除く）による試合の中断

は、認めない。 

（18）試合進行は、オーダーオブプレー（ＯＰ）によって行なう。大会本部によるコー

ト変更等の場合は、放送等を行なう。 

（19）「登録選手の変更および追加」について 

    ①団体戦における「変更」（登録済み選手の抹消または移動）および「追加」（申

込み後に新たな選手を加えること）は、下記の所定の手続きにより認められる。 

    ②個人戦における「変更」は、下記の所定の手続きにより認められるが、「追加」

は認められない。 

    ③「所定の手続き」 

変更または追加をする場合は、大会事務局およびテニス競技委員長宛に連絡、

所定の変更（追加）届用紙をＦＡＸした後、その原本を大会事務局に郵送しな

ければならない。 

    ④変更および追加の最終締切は、大会開会式の主将会議時までとする。この場合、

変更または追加用紙の原本またはそのコピーを競技委員長に提出しなければな

らない。 

（20）男女ともに原則として、団体戦は８月４日（火）、個人戦は８月５日（水）に開

始する。 

 

バドミントン 

（１）競技は、団体戦および個人戦としトーナメント方式で行なう。 

（２）団体戦は、１短期大学１チームとし、部長、監督、コーチ、主将、主務各１名、

選手４名以上８名以内とする。 

（３）団体戦の対戦は、複１・単２とし、２試合先取をもって勝ちとする。 
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（４）個人戦は、１短期大学複２組、単２組以内とし、同一選手は単複両方に出場する

ことはできない。 

（５）競技は、原則として、１日目団体戦、２日目個人戦ダブルス、３日目個人戦シン

グルスとする。 

（６）試合は、３ゲーム中２ゲーム先取をもって勝ちとする。ただし、１ゲームは、 

２１とし、２０点オールになった場合、その後２点リードしたサイドが勝者とな

る。また、２９点オールの場合は、３０点目を得点したサイドが勝者となる。 

ラリーに勝ったサイドが得点する（ラリーポイント制）。 

（７）競技は、平成２７年度公益財団法人日本バドミントン協会競技規則および審判 

規程に準じて行う。 

（８）バドミントン競技に相応しい服装で、短期大学名を記したゼッケン（概ね２０㎝ 

四方）を背部につける。 

（９）各チームは審判長の指示に従って審判員を出すものとする。 

（10）バドミントンにおける「登録選手の変更」について 

①７月２日（木）以降の選手変更は、大会事務局あてにＦＡＸにより届出てのち、

原本を大会事務局に郵送する。なお、ＦＡＸや郵送にて送付した場合であっても、

慎重を期して、その原本またはコピーを開会式当日の受付時に持参すること。 

②登録選手変更の最終期日は、開会式当日の受付時までとし、監督又は部長の印を

記したものを提出する。なお、競技当日の選手変更は一切認めない。 

 

バレーボール 

 （１）１短期大学１チームとし、１チームは部長、監督、コーチ、トレーナー、主務各

１名、選手１４名以内とする（但しリベロ２名を含む）。 

 （２）各チームの選手は、ユニフォームの背部と胸部に番号をつける。 

 （３）各チームは、審判長の指示に従い、審判補助員を出すものとする。 

 （４）競技は、２０１５年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則に準じ

て行なうものとする。 

（５）外国籍選手の登録については、所属する短期大学の学生であること。１チームの

外国籍エントリー選手は２名までとし、コート上は１名とする。 

なお、日本で出生し、引き続き日本で生活している外国籍選手はその限りではない。 

 （６）２０１１年度より、男子・女子ともに試合方法を変更とした。男子はリーグ戦を

取り入れる。女子については、ブロックをＡ・Ｂの２ブロックとする。 

 （７）全試合３セットマッチとする。ただし、男子と女子Ａブロックについては、準決

勝以降は５セットマッチとし、女子Ｂブロックは決勝のみ５セットマッチとする。 
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 【男子試合方法】 

◎男子はすべての試合をリーグ戦とする。（変則のリーグ戦）詳細は主将会議にて説

明する。但し、大会１日目から全チーム試合があるので、注意すること。 

 

 【女子試合方法】 

１．予選リーグ戦勝ち抜け方式とし、敗者復活戦で敗退したチームは、決勝トーナメ

ントに進出できない。 

２．シードチームも予選から試合を行う。 

３．予選リーグ戦において、シードチームが敗者復活戦に回った場合、シード権を失う。 

※対象となったシードチームの枠をシードチームに勝利したチームの枠とする。 

４．なお、決勝トーナメントの抽選は、対象チームの対戦がすべて終了した時点で 

行う。抽選に参加しないチームは、決勝トーナメントを棄権とみなす。 

５．女子Ｂブロックも同様の試合方式にするが、決勝トーナメントのシード枠は  

作らずすべて抽選とする。 

なお、参加チーム数によって試合数（予選及び決勝）を調整する。 

６．次年度は、Ａブロック予選敗退チームはＢブロックへ、Ｂブロックのベスト８が

Ａブロックとなる。 

 

＜女子 Ａブロック予定チーム：２３チーム＞ 

①北海道武蔵女子短期大学 ②修紅短期大学 ③聖和学園短期大学 ④佐野短期大

学 ⑤育英短期大学 ⑥埼玉純真短期大学 ⑦埼玉女子短期大学 ⑧武蔵丘短期大

学 ⑨東京立正短期大学 ⑩新渡戸文化短期大学 ⑪湘北短期大学 ⑫明倫短期大

学 ⑬松本大学松商短期大学部 ⑭名古屋短期大学 ⑮名古屋文理大学短期大学部 

⑯滋賀短期大学 ⑰大阪女子短期大学 ⑱大阪成蹊短期大学 ⑲関西女子短期大学 

⑳常磐会短期大学 ○21中国短期大学 ○22高松短期大学 ○23松山東雲短期大学 

※ 棄権が出てもＢブロックから繰上げない。 

※ 下線のあるチームはシードチーム。シードチームも予選から試合を行う。 

  ☆女子Ｂブロックについては申込み状況に応じて対応する。 

 （８）バレーボールにおける「登録選手の変更」について 

    登録選手の変更届は、所定の「登録選手変更届出用紙」に必要事項を記入の上、

 主将会議終了後までに、バレーボール競技委員に提出するが、「登録選手の変更」

 を行う際、下記の事項に留意していただきたい。 

※大会直前になって「登録選手変更届出用紙」を、郵送またはＦＡＸにて、大会

事務局あてに送付されると手違いが起こる場合があり得るので、７月２日（木）
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以降の選手変更は、開会式当日の主将会議時に提出することが望ましい。 

その際、学長の公印または専任教職員の署名捺印がない場合は、受付けること

が出来ないので十分に注意すること（特に、顧問・部長が不在で、監督が専任

教職員でないチームは気をつけること）。 

 

バスケットボール 

（１）２０１５年度新ルールを適用する。 

ただし、コートラインが未改修のコートについては、そのコートに合わせて実施

する。 

（２）１短期大学１チームとし、チームは部長、監督、コ－チ、アシスタントコーチ、

マネージャー、主務各１名、選手１５名以内とする。 

（３）外国籍選手の登録については、所属する短期大学の学生であること。１チームの

外国籍エントリー選手は何名でもよいが、コート上は１名とする。 

（４）競技は、トーナメント方式で行なう。 

（５）女子については、前年度の成績によりＡ・Ｂブロックに分けて行なう。 

※ ブロックの割り振り基準は別（注１）に定める。 

（６）Ａブロックのチーム数は、原則として３２チーム以内（注２）とし、他をＢブロ

ックとする。 

参加数によりＢブロックは、さらに２つのデビジョン（デビジョン１、デビジョ

ン２）に分けて行なう。 

（７）男子および女子Ａブロックは、前年の成績により８シードを実施する。 

（８）組み合わせは、競技実行委員会の責任抽選とする。 

（９）選手は、濃・淡（白色）二色のユニフォームを用意し、所定の番号を用いる。 

（10）ユニフォームの番号は４からの連番または個人の番号とする。 

（11）ベンチにはスタッフ６名・選手１５名以内が入れるものとする。 

（12）各チームは審判長の指示に従い、オフィシャルを担当するものとする。 

   （注１）Ａブロックの組み合せを行うにあたり、前年度の成績によるＡブロック予

定チームが不参加のため、３０チームに満たない場合は、競技実行委員会に

おいて過去の成績によりＢブロックから不足数を補充することができる。 
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   （注２）〈第５０回記念大会女子Ａブロック予定チーム：２４チーム〉 ※①～⑧はシード 

①奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 ②近畿大学九州短期大学 ③武庫川女子

大学短期大学部 ④秋草学園短期大学 ⑤北海道武蔵女子短期大学 ⑥常磐会短期

大学 ⑦千葉敬愛短期大学 ⑧拓殖大学北海道短期大学 ⑨埼玉純真短期大学  

⑩富山短期大学 ⑪育英短期大学 ⑫埼玉女子短期大学 ⑬淑徳大学短期大学部 

⑭東北文教大学短期大学部 ⑮和泉短期大学 ⑯愛知学泉短期大学 ⑰武蔵丘短期

大学 ⑱大阪成蹊短期大学 ⑲愛知医療学院短期大学 ⑳湘北短期大学 ㉑新潟 

青陵大学短期大学部 ㉒千葉経済大学短期大学部 ㉓山村学園短期大学 ㉔東京 

立正短期大学 

 

◎なお、Ａブロック予定チームであるが、過去２年以上一回戦で敗退しているため、

本年度は、Ｂブロックでの競技を希望する場合、申込書の該当箇所に○を記載す

ること。 

（ただし、参加チーム数の関係で、希望にそえない場合もある。） 

（13）バスケットボールにおける「登録選手の変更」について 

    ①７月２日（木）以降の選手変更は、事前に大会事務局および競技委員への届出

の必要はないが、開会式当日の主将会議時には、必ず原本を持参すること。 

    ②登録選手変更の最終期日は、開会式当日の主将会議時までとする。 

なお、競技当日の選手変更は一切認めない。 
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Ⅻ．大会運営に関わる本部等の連絡先 

  １．大会開始前の連絡先 

   大会開始前における不明の点は、下記に問合せをされたい。 

 （１）参加申込み等に関する問合せ 

  「日本私立短期大学協会 事務局」（９：００～１７：００）担当：佐藤・金成・水戸 

    〒102-0073 東京都千代田区九段北４－２－２５ 私学会館別館６階 

      TEL（０３）３２６１－９０５５  FAX（０３）３２６３－６９５０ 

E-mail：taiiku@tandai.or.jp 

 

 （２）宿泊に関する問合せ 

    ●「ＪＴＢコーポレートセールス霞が関営業部第六事業部営業一課」 担当：小倉・坂尻 

（９時３０分～１７時３０分（月～金）／土・日・祝日休業） 

      TEL（０３）６７３７－９３６１  FAX（０３）６７３７－９３６５ 

 

 （３）競技方法等に関する問合せ （９：００～１７：００） 

   大会開始前における不明の点は、下記に問合せをされたい。 

（ただし、競技の対戦校については、大会当日まで公表しない。） 

 

  〈卓    球〉 

    武蔵丘短期大学       植 松 大 介  委 員 

    〒355-0154 比企郡吉見町南吉見１１１－１  TEL（0493）54－5101 

                          FAX（0493）54－6756 

 

  〈ソフトテニス〉 

    千葉敬愛短期大学      清 水 一 巳  委 員 

    〒285-8567 佐倉市山王１－９        TEL（043）486－6220 

                          FAX（043）486－2200 

 

  〈テ ニ ス〉 

    足利短期大学        岩 佐 富 男  委 員 

    〒326-0808 足利市本城３－２１２０     TEL（0284）21－8242 

                         FAX（0284）21－1270 
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  〈バドミントン〉 

    聖セシリア女子短期大学   桐 原 由 美  委 員 

    〒242-0003 大和市林間２－６－１１     TEL（046）274－8564 

                          FAX（046）275－7453 

 

  〈バレーボール〉 

    武蔵丘短期大学       杉 山 仁 志  委 員 

    〒355-0154 比企郡吉見町南吉見１１１－１  TEL（0493）54－5101 

                          FAX（0493）54－6756 

 

  〈バスケットボ－ル〉 

    千葉経済大学短期大学部   小 倉 光 治  委 員 

    〒263-0021 千葉市稲毛区轟町４－３－３０  TEL（043）255－3451 

FAX（043）252－6050 

 

  ２．大会中の連絡先 

◇開会式当日〔８月３日（月）〕および競技期間中〔８月４日（火）～８月６日（木）〕の  

［全国私立短期大学体育大会本部］は下記の通り。  

 

連絡先：日本私立短期大学協会 事務局 

〒102-0073 東京都千代田区九段北４－２－２５ 私学会館別館６階 

TEL（０３）３２６１－９０５５ 

FAX（０３）３２６３－６９５０ 

 

※開会式当日〔８月３日（月）〕の連絡については下記の携帯電話まで。 

携帯（０８０）３０８５－８７６０ 
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《会場交通案内図》 

開会式・主将会議会場等 

駒沢オリンピック公園総合運動場 体育館 

〒154-0013 世田谷区駒沢公園１－１ TEL：03-3421-6199 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクセス】 

 ・電車の場合 

  東急田園都市線「駒沢大学駅」下車 徒歩１５分 

 

 ・バスの場合 

  １．ＪＲ渋谷駅南口 31 番乗り場より東急バス（渋 11 系統田園調布行き）で 30 分 

    「駒沢公園東口」または「東京医療センター前」で下車 

  ２．ＪＲ恵比寿駅西口三井住友銀行前より東急バス（恵 32 系統用賀行き）で 25 分 

    「東京医療センター前」または「駒沢公園」で下車 

体育館 

【留意事項】 
 ① 主将会議は種目別の各短期大学代表者１～２名が必ず出席すること。 
 ② 開会式リハーサルには各短期大学２名が必ず出席すること。 
 ③ 開会式選手入場には、原則、各短期大学８名を基本として出席すること。 
   ただし、参加選手が８名に満たない場合はこの限りではない 
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卓 球 会 場卓 球 会 場
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私学事業団総合運動場 

〒124-0023 東京都葛飾区新小岩 1-18-1 

TEL （03）3695－8200 

 

 
 
【アクセス】 

 ＪＲ総武線「新小岩」駅 下車  

北口を出て「スカイデッキたつみ」を経由して徒歩７分 

ソフトテニス会場
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テ ニ ス 会 場テ ニ ス 会 場
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バドミントン会場
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バレーボール会場 
 

大田区総合体育館 

〒144-0031 東京都大田区東蒲田１－１１－１ 

℡：03-5480-6688 
 

 

【アクセス】 

 〇ＪＲ京浜東北線 蒲田駅東口から徒歩１５分 

 

 〇京浜急行電鉄 京浜急行蒲田駅東口から徒歩７分 

または京浜急行梅屋敷駅から徒歩５分 

  

バレーボール会場
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バスケットボール会場
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